
分野 大項目 小項目
意見具申の評価 埼玉県への気候変化の影響（現在の状況）に

関する情報の概要

出

典

他県やその他文

献等の参考情報

出

典重 緊 確

農業・

林業・

水産業

農業 水稲 稲作期間に記録的な高温となった2010年では、発芽遅延が「彩のかが

やき」、「彩のみのり」で報告された。また、発芽遅延により、登熟期が高

温となったため、白未熟粒が多発し、一等米比率が低い水準となった。

1,3,
4,5

内えい褐変病が増加している。 3

野菜

－

ネギ：集中豪雨や長雨等による生育障害や生育遅延が生じている。夏期

高温により難防除病害虫が生じている。暖冬化により冬期の生育

過多が生じている。

3 【静岡県の例】シ

ロネギでは高温

による夏ネギの

腐りが発生、夏の

高温による病害

虫の発生、品質

の不安定が目立

つ。 など

7

ブロッコリー：集中豪雨や長雨等による生育障害や生育遅延が生じてい

る。

トマト：トマト黄化葉巻病及び媒介虫タバココナジラミ類の発生地域が拡

大し、発生が周年化している。

イチゴ：夏秋期の高温による花芽分化の遅延が生じている。

サツマイモ：初夏の高温による藷梗の長根化、秋季の高温による紫いも

の着色不良、夏季高温乾燥による立枯病・食用性害虫の多発。

ツマグロヒョウモンなどの南方系昆虫の害虫化や光化学オキシダントに

よる軟弱野菜への被害も発生している。

1

果樹 ナシの「幸水」の開花中央日が-0.25日／10年程度で早くなっている。 6 【果樹全般】着色

や貯蔵性など果

実に関するもの、

凍害など樹体に

関するもの、休眠

など発芽に関す

るもの、病害虫・

雑草など広範囲

に影響が見られ

る。

8

日本ナシ：新高では9月上旬の気温が高いと、果肉先熟などの生理障害

の発生頻度が増す。ハウス栽培では冬期の自発休眠覚醒に必要

な低温遭遇時間が不足し、南側の樹で発芽むらが生じている。新

高等開花の早い品種で晩霜害を受けるリスクが高まっている。

3

ブドウ：7月上～中旬の気温が高く日較差が少ないと着色不良が増加す

る。8月中旬（収穫直前）の高温で果実がしなびる。

リンゴ：早生品種では着色不良が生じている。

【重大性】 ：特に大きい ：「特に大きい」とは言えない －：現状では評価できない 【緊急性】 ：高い ：中程度 ：低い －：現状では評価できない
【確信度】 ：高い ：中程度 ：低い －：現状では評価できない

埼玉県で見られる気候変化の影響（現在の状況）に関する情報の概要

※意見具申の評価は、現在の状況と将来予測される影響をあわせた評価であることに注意

【重大性】 ：特に大きい ：「特に大きい」とは言えない －：現状では評価できない 【緊急性】 ：高い ：中程度 ：低い －：現状では評価できない
【確信度】 ：高い ：中程度 ：低い －：現状では評価できない

埼玉県で見られる気候変化の影響（現在の状況）に関する情報の概要

分野 大項目 小項目
意見具申の評価 埼玉県への気候変化の影響（現在の状況）に

関する情報の概要

出

典

他県やその他文献等

の参考情報重 緊 確

農業・

林業・

水産業

農業 麦、大豆、

飼料作物

等

コムギ「農林61号」は、播種から出穂までの平均気温が上がるほど減収

する傾向にあり、出穂期以降の降水量が増加すると減収となる傾向があ

る。

9, 

25

麦類・大豆：集中豪雨により湿害が発生しやすくなっている。

麦類：生育の前進化による凍霜害のリスクが高まっている。暖冬により過

繁茂・後期凋落型の生育となり、収量・品質が非常に不安定化して

いる。暖冬・多雨による赤かび病の発生リスクが高まっている。

大豆：青立ち（莢先熱）の発生による汚粒や色沢低下、収穫ロスの増加

などが生じている。

3

畜産 採食量の低下による生産性の低下、受胎率の低下、抗病性の低下によ

る疾病の発生と熱射病による死亡率の増加が見られる。

3

病害虫・雑

草

小項目「野菜」を参照のこと。 【全般】分布の北上を

促し、冬季死亡率の

低下、春の出現時期

の早期化、加害期間

の長期化など。春草

の早期発生、夏草が

遅くまで生育するなど。

8

農業生産

基盤

平成22年に水稲の高温障害対策として、神流川沿岸農業水利事業所管

内地区の用水時期を9月第2 半旬に増量し、9 月第6 半旬から10月第1 

半旬の用水量を減じる対策を実施した結果、大幅な品質低下を免れた。

10

その他

埼玉県の

特産品等

茶：一番茶新芽の生育が早まることによる凍霜害が生じている。初冬凍

霜及び春先の凍害や霜害が生じている。

花壇苗・鉢物：夏季の高温による、シクラメン、パンジー等の生育停滞が

生じている。

枝物：冬季の低温遭遇時間の不足による、生育開始時期、出荷時期の

遅延や品質低下が生じている。

3

※意見具申の評価は、現在の状況と将来予測される影響をあわせた評価であることに注意

1



【重大性】 ：特に大きい ：「特に大きい」とは言えない －：現状では評価できない 【緊急性】 ：高い ：中程度 ：低い －：現状では評価できない
【確信度】 ：高い ：中程度 ：低い －：現状では評価できない

埼玉県で見られる気候変化の影響（現在の状況）に関する情報の概要

分野 大項目 小項目
意見具申の評価 埼玉県への気候変化の影響（現在の状況）に

関する情報の概要

出

典

他県やその他文

献等の参考情報

出

典重 緊 確

農業・

林業・

水産業

林業 木材生産

（人工林

等）

1970 年代から1990 年にかけて関東地方平地部のスギは著しい早さで衰

退（梢端枯れ）が進んだ。降水量が比較的少ない地域では、スギは気温

上昇による大気の乾燥化によって著しい水ストレス状態が継続し、単なる

生長抑制から梢端枯れへの「不可逆的な影響」がもたらされたものと報告

している（自然生態系-里地・里山生態系および人工林と同）。

2

特用林産

物（きのこ

類等）

埼玉県に固有の情報は見つかっていない。 【静岡県の例】シ

イタケの菌糸は

30℃を超えると成

長が低下する。

11

水産業 回遊性魚

介類（魚類

等の生態）

埼玉県は内陸県のため該当しない。

増養殖等 埼玉県に固有の情報は見つかっていない（埼玉県では、観賞魚の生産が

主である）。

【滋賀県の例】ホ

ンモロコについて、

現段階で影響は

認められていない。

26

水環境・

水資源

水環境 湖沼・ダム

湖

埼玉県に固有の情報は見つかっていない。

河川 大場川では、2010年に淡水赤潮が発生し、魚の斃死などの被害が生じた。29

沿岸域及

び閉鎖性

海域

埼玉県は内陸県のため該当しない。

水資源 水供給（地

表水）

県内のアメダス観測所において、集中豪雨の発生回数の増加が観測さ

れている。

1

水供給（地

下水）

埼玉県に固有の情報は見つかっていない。

水需要 埼玉県に固有の情報は見つかっていない。

※意見具申の評価は、現在の状況と将来予測される影響をあわせた評価であることに注意

【重大性】 ：特に大きい ：「特に大きい」とは言えない －：現状では評価できない 【緊急性】 ：高い ：中程度 ：低い －：現状では評価できない
【確信度】 ：高い ：中程度 ：低い －：現状では評価できない

埼玉県で見られる気候変化の影響（現在の状況）に関する情報の概要

分野 大項目 小項目
意見具申の評価 埼玉県への気候変化の影響（現在の状況）に

関する情報の概要

出

典

他県やその他文

献等の参考情報重 緊 確

自然生

態系※

陸域生

態系

高山系・亜

高山帯

シラビソは秩父多摩甲斐国立公園特別保護区の原生林を代表する植生

であるが、シラビソの縞枯れ現象(天然更新現象）は年々緑色に変化し、

2000 年代になると殆ど消滅している。

2

― ― ―

自然林・二

次林
― ― ―

里地・里山

生態系

1970 年代から1990 年にかけて関東地方平地部のスギは著しい早さで衰

退（梢端枯れ）が進んだ。降水量が比較的少ない地域では、スギは気温

上昇による大気の乾燥化によって著しい水ストレス状態が継続し、単なる

生長抑制から梢端枯れへの「不可逆的な影響」がもたらされたものと報告

している。

2

― ― ―

人工林

― ― ―

野生鳥獣

による被

害

―
シカの増加に伴う植生被害が生じている。

国立公園特別保護地域におけるシラビソ原生林のシカ食害は2000 年ま

ではほとんどみられなかったが、2002 年頃より目立ち始め、2005 年には

稜線の登山道沿いのシラビソは概ね食害された。以後、登山道沿いから

林内へと食害が拡大し続けている。

1,2

― ― ―

物質収支 埼玉県に固有の情報は見つかっていない。

― ― ―

淡水生

態系

湖沼 埼玉県に固有の情報は見つかっていない。

― ― ―

※自然生態系分野における重大性・緊急性・確信度の評価は、「生態系への影響」（上段）及び「生態系サービスへの影響（国民生活への影響）」（下段）の二つに
分けて行っている。

※意見具申の評価は、現在の状況と将来予測される影響をあわせた評価であることに注意

2



【重大性】 ：特に大きい ：「特に大きい」とは言えない －：現状では評価できない 【緊急性】 ：高い ：中程度 ：低い －：現状では評価できない
【確信度】 ：高い ：中程度 ：低い －：現状では評価できない

埼玉県で見られる気候変化の影響（現在の状況）に関する情報の概要

分野 大項目 小項目
意見具申の評価 埼玉県への気候変化の影響（現在の状況）に

関する情報の概要

出

典

他県やその他文

献等の参考情報

出

典重 緊 確

自然生

態系※

淡水生

態系

河川 埼玉県に固有の情報は見つかっていない。

― ― ―

湿原 埼玉県に固有の情報は見つかっていない。

― ― ―

沿岸生

態系

亜熱帯 埼玉県は内陸県のため該当しない。

― ― ―

温帯・亜寒

帯

埼玉県は内陸県のため該当しない。

― ― ―

海洋生態系 埼玉県は内陸県のため該当しない。

―

生物季節 さくらの開花は50年あたり約6日早まっている。いろはかえでの紅葉は有

意に遅くなる傾向がみられる。

ソメイヨシノの開花日は、ヒートアイランド現象による都心の高温域で早く、

郊外の低温域で遅い傾向が見られる。

12, 

27

― ― ―

分布・

個体群

の変動

（在来種） ムラサキツバメ、ナガサキアゲハ、ツマグロヒョウモンやヨコヅナサシガメ

などかつては県内にほとんど生息していなかった南方系昆虫の進入定着

が見られる。

1,

2
― ― ―

（外来種） 埼玉県下でセアカゴケグモが確認されている。

アカボシゴマダラが、埼玉県の一部で定着している。

13, 

28
― ― ―

※自然生態系分野における重大性・緊急性・確信度の評価は、「生態系への影響」（上段）及び「生態系サービスへの影響（国民生活への影響）」（下段）の二つに
分けて行っている。

※意見具申の評価は、現在の状況と将来予測される影響をあわせた評価であることに注意

【重大性】 ：特に大きい ：「特に大きい」とは言えない －：現状では評価できない 【緊急性】 ：高い ：中程度 ：低い －：現状では評価できない
【確信度】 ：高い ：中程度 ：低い －：現状では評価できない

埼玉県で見られる気候変化の影響（現在の状況）に関する情報の概要

分野 大項目 小項目
意見具申の評価 埼玉県への気候変化の影響（現在の状況）に

関する情報の概要

出

典

他県やその他文

献等の参考情報

出

典重 緊 確

自然災

害・沿岸

域

河川 洪水 県内のアメダス観測所で、集中豪雨発生回数の増加が観測されている。 1

平成16年～平成25年の10年間における、埼玉県の水害被害額の合計は

約288億円である。

14

内水 県内のアメダス観測所において、集中豪雨の発生回数の増加が観測さ

れている。

1

沿岸 海面上昇 埼玉県は内陸県のため該当しない。

高潮・高波 埼玉県は内陸県のため該当しない。

海岸浸食 埼玉県は内陸県のため該当しない。

山地 土石流・地

すべり等

県内のアメダス観測所において、集中豪雨の発生回数の増加が観測さ

れている。

1

その他 強風等 平成25年には、埼玉県内で複数の竜巻が発生し、合計72名が負傷し、

2,500棟を超える建物に被害を及ぼした。

15 【静岡県の例】平

成23年の台風15

号により園芸施設

等に35億円に及

ぶ被害が発生。

17

健康 冬季の

温暖化

冬季死亡

率

埼玉県に固有の情報は見つかっていない。

暑熱 死亡リスク 埼玉県に固有の情報は見つかっていない。

熱中症 熱中症搬送者数は、日最高気温が高くなるにつれて増加する傾向にある。

記録的な猛暑となった2010年には、県内の熱中症搬送者数は3,819人を

記録した。

1

2007年は、過去2年間無かった死亡者が20人を記録した。さいたま市など

県南部に多い傾向がみられた。

2

さいたま市における熱中症患者数は、2010年は635名、以降は450名～

600名程度で推移している。女性患者数より男性患者数が多く、また、年

齢が高くなるにつれ患者数が多くなり、深刻な症状が見られるようになる。

16

※意見具申の評価は、現在の状況と将来予測される影響をあわせた評価であることに注意

3



【重大性】 ：特に大きい ：「特に大きい」とは言えない －：現状では評価できない 【緊急性】 ：高い ：中程度 ：低い －：現状では評価できない
【確信度】 ：高い ：中程度 ：低い －：現状では評価できない

埼玉県で見られる気候変化の影響（現在の状況）に関する情報の概要

分野 大項目 小項目
意見具申の評価 埼玉県への気候変化の影響（現在の状況）に

関する情報の概要

出

典

他県やその他文

献等の参考情報

出

典重 緊 確

健康 感染症 水系・食品

媒介性感

染症

― ―

埼玉県に固有の情報は見つかっていない。

節足動物

媒介感染

症

平成２７年５月から草加市、入間市、朝霞市で実施しているヒトスジシマカ

の捕獲調査では、いずれの市でも捕獲されているが、デングウイルス遺

伝子は現時点で検出されていない。

18

その他の

感染症
― ― ―

埼玉県に固有の情報は見つかっていない。

その他 （複合影

響）

―

昼間の日平均オキシダント濃度の年平均値は増加傾向にある。 1 【関東圏のオゾン

濃度】オゾンが生

成する光化学反

応には気温、日

射などが関与す

るが、実際の地

域のオゾン濃度

は単純な気温と

の相関関係はな

い。

20

光化学オキシダントが原因と考えられる被害届出人数は、年変動はある

が近年増加傾向にある

2

（脆弱集

団） ―

さいたま市の熱中症患者数を見ると、女性患者数より男性患者数の方が

多く、また、年齢が高くなるにつれて患者数が多くなり、深刻な症状が見

られるようになる。

16

（非臨床

的）
―

埼玉県に固有の情報は見つかっていない。

※意見具申の評価は、現在の状況と将来予測される影響をあわせた評価であることに注意

【重大性】 ：特に大きい ：「特に大きい」とは言えない －：現状では評価できない 【緊急性】 ：高い ：中程度 ：低い －：現状では評価できない
【確信度】 ：高い ：中程度 ：低い －：現状では評価できない

埼玉県で見られる気候変化の影響（現在の状況）に関する情報の概要

分野 大項目 小項目
意見具申の評価 埼玉県への気候変化の影響（現在の状況）に

関する情報の概要

出

典

他県やその他文献

等の参考情報

出

典重 緊 確

産業・経

済活動

製造業 埼玉県に固有の情報は見つかっていない。

エネル

ギー

エネル

ギー需給

埼玉県に固有の情報は見つかっていない。 【大阪府の例】平均

気温が1℃上昇した

場合、エネルギー消

費は市域で増加し、

郊外で減少すること

で相殺される。

【都市部の例】平均

気温が1℃上昇する

と、電力消費量は多

くの都市で、業務部

門では増加し、民生

部門では減少する。

21,

22

商業 ― ― 埼玉県に固有の情報は見つかっていない。

金融・保険 埼玉県に固有の情報は見つかっていない。

観光業 レジャー 埼玉県に固有の情報は見つかっていない。

建設業 ― ― ― 埼玉県に固有の情報は見つかっていない。

医療 ― ― ― 埼玉県に固有の情報は見つかっていない。

その他 その他（海

外影響等）

― ―

埼玉県に固有の情報は見つかっていない。 【埼玉県内企業の海

外進出率】2014年10

月の帝国データバン

ク大宮支店報告によ

ると、23.3%の企業が

海外に進出している。

23

※意見具申の評価は、現在の状況と将来予測される影響をあわせた評価であることに注意
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【重大性】 ：特に大きい ：「特に大きい」とは言えない －：現状では評価できない 【緊急性】 ：高い ：中程度 ：低い －：現状では評価できない
【確信度】 ：高い ：中程度 ：低い －：現状では評価できない

埼玉県で見られる気候変化の影響（現在の状況）に関する情報の概要

分野 大項目 小項目
意見具申の評価 埼玉県への気候変化の影響（現在の状況）に

関する情報の概要

出

典

他県やその他文

献等の参考情報

出

典重 緊 確

国民生

活・都市

生活

都市イ

ンフラ・

ライフ

ライン

水道、交

通等

埼玉県に固有の情報は見つかっていない。

文化・

歴史な

どを感

じる暮

らし

生物季節 さくらの開花は50年あたり約6日早まっている。いろはかえでの紅葉は有

意に遅くなる傾向がみられる。ヒートアイランド現象により都市部ではソメ

イヨシノの開花日が早まる。

12,

27

伝統行事・

地場産業

等

―

地酒造りや秩父の天然氷製造などの伝統地場産業にも影響が表れてい

る。

12,

24

その他 暑熱によ

る生活へ

の影響等

埼玉県に固有の情報は見つかっていない。

※意見具申の評価は、現在の状況と将来予測される影響をあわせた評価であることに注意
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